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AWS IPv6体験

AWSで作るIPv6対応Webサイト

補足資料
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本ハンズオンの概要

IPv4/IPv6のハイブリッド環境をAWSで構築し、実際にアク
セスしていただくハンズオン形式のセミナーです。

参加者のPCからAWSに起動したLinuxクライアントにリモー
ト接続し、そこを起点として、AWSサービスで構成するWeb
サーバー、DNSにアクセスいただきます。

このセミナーを通し、IPv6環境を身近に感じていただける内
容となっています。
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アジェンダ

1. IPv4とIPv6のハイブリッドネットワークを作る(ハンズオン) 90min

• 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成

• 公開ウェブサーバー環境として接続先環境を作成

• 接続先環境へロードバランサーを導入

2. DNSでIPv6をFQDNに登録する(ハンズオン)15min

• DNSの設定として接続元VPCのみで利用可能なプライベートな名前解決レコードを作る

3. フォローアップ、QA（講義）30min
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(参考)本ハンズオンで作成するリソースについて

本ハンズオンでは、AWS東京リージョン で以下のリソースを作成します

Amazon VPC x 2

Elastic Load Balancing(ALB) x 1

Amazon EC2 : EC2インスタンス x 3

Amazon Route 53 : Private Hosted Zone x 1
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注意 - 本ハンズオンで作成したリソースの削除について

本資料の案内に従い、

ハンズオン後にリソースを削除してください
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今回は、主催者からテンポラリーAWSアカウントを提供してい
ますので、リソース削除は不要です。
本日のハンズオンセッション終了までの間、無料でご利用可能
で、作成したアカウントは、自動的に削除されます。
その他のAWSアカウントをご利用される方は、ハンズオン実施
後に、確実に各リソースを削除ください。
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注意 - リソースIDについて

資料中に表示される情報について

• リソースの各種 ID（vpc-XXXXXX、subnet-XXXXXX、i-XXXXXX な
ど）は AWS 全体でユニークとなっており、資料中の ID と実際に作成
される ID は各自で異なります

• IP アドレスや DNS 名なども異なります

6



© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

ハンズオン用資料・アセットの中身の確認

ダウンロードしたZIPファイルを解凍いただき、合計

4つファイルが入っていることを確認してください。

• PDFファイル(AWS-IPv6体験ハンズオン_rev1.0.pdf、
AWS-IPv6体験ハンズオン_補足資料_rev1.0.pdf)

ハンズオン手順、補足説明資料

• テキストファイル (LinuxIPv6.yaml、userdata.txt)

接続元Linux環境作成CloudFormationテンプレート

!!注意!! 正常にスクリプトが動作しなくなる可能性があるた
め、変更しないでください
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事前準備：参加者の手元にあるパソコン

・Firefox、もしくはGoogle Chrome のインストール
・配られたURL、アカウント、ユーザ名、パスワードで

AWSコンソールにログインできること
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ハンズオン全体構成
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パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/64

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

インターネット

ユーザー

Linux

本ハンズオンで作成する最終構成 (Client + LB + Web)

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

インターネット
ゲートウェイ

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

ALB Linux

EC2

EC2

パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

EC2

SSM接続

HTTP接続

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

Amazon Route 53

Private Hosted Zone

example.com

CNAME登録
www -> ALB

名前解決



ハンズオン環境作成の流れ
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ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 公開Webサーバー環境として接続先環境を作成
仮想ネットワーク(VPC)を作成し、Webサーバを配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします
Webサーバを複製し、冗長構成にします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成し、
独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスします
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ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 公開Webサーバー環境として接続先環境を作成
仮想ネットワーク(VPC)を作成し、Webサーバを配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします
Webサーバを複製し、冗長構成にします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成
し、独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスしま
す
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インターネット

ユーザー

フェーズ1:本ハンズオンで作成する構成 (Client)

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

主催者が用意するCloudFormation
テンプレートで自動作成します
マネージメントコンソールから

SSM接続します

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/64

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

EC2

Linux

SSM接続



ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 公開Webサーバー環境として接続先環境を作成
仮想ネットワーク(VPC)を作成し、Webサーバを配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします
Webサーバを複製し、冗長構成にします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成し、
独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスします
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インターネット

ユーザー

フェーズ2:本ハンズオンで作成する構成 (Client + Web)

インターネット
ゲートウェイ

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/64

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

Linux

EC2

パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

アベイラビリティーゾーン 1c

HTTP接続

①Webサーバを起動

②LinuxへSSMでアクセス
し、curlコマンドで

httpアクセス

EC2

Linux

SSM接続



ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 公開Webサーバー環境として接続先環境を作成
仮想ネットワーク(VPC)を作成し、Webサーバを配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします
Webサーバを複製し、冗長構成にします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成
し、独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスしま
す
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パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/64

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da00::00/56

アベイラビリティーゾーン 1a

インターネット

ユーザー

フェーズ3:本ハンズオンで作成する構成 (LB + Web)

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

インターネット
ゲートウェイ

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da01::00/56

アベイラビリティーゾーン 1a

ALB Linux

EC2

パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

HTTP接続

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

①ロードバランサー
を配置

②Webサーバをロード
バランサーに登録

③Webブラウザから
ロードバランサーへ

アクセス

EC2

EC2

Linux

SSM接続



ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 公開Webサーバー環境として接続先環境を作成
仮想ネットワーク(VPC)を作成し、Webサーバを配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします
Webサーバを複製し、冗長構成にします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成し、
独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスします
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インターネット
ゲートウェイ

インターネット

ユーザー

補足：通常のDNSによる名前解決

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

権威DNS
サーバ

リソース
レコード(RR)

名前解決

example.com

HTTP接続

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/56

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

ALB Linux

EC2

EC2

パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

EC2

HTTP接続

一般的には、インターネット上
に配置された権威DNSを利用し

て独自ドメインを管理

Linux



インターネット
ゲートウェイ

インターネット

ユーザー

フェーズ4:本ハンズオンで作成する構成 (LB + Web + DNS)

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/56

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

ALB Linux

EC2

EC2

パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

EC2

HTTP接続

Amazon Route 53

Private Hosted Zone

example.com

CNAME登録
www -> ALB

名前解決

①接続元VPC内でのみ利用できる
プライベートなドメイン名を定義

②作成したDNS名でアクセス

Linux



フェーズ5-オプション：時間がある方向け

こちらの手順は、ハンズオンテキストに記載しておりません。

AWS公式ドキュメント内や他の公開資料を検索したり、フェーズ4までに利用したマ
ネジメントコンソールで、他の項目を確認するなどして、ご自身でオプション項目を
お試しください。

• フェーズ5: Webサーバを1つ停止した際の動作を確認
Webサーバへのアクセスに問題が無いことを確認

• フェーズ6: ALBの前段にNLBを配置し、外部から接続する先のIPを固定化
接続元のOutbound NACLで2つのパブリックIPアドレスのみに接続するルールを
追加し、他のホストへは接続できないことを確認
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パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

インターネット
ゲートウェイ

インターネット

ユーザー

フェーズ5:本ハンズオンで作成する構成 (Web片系停止)

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/56

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

ALB Linux

EC2

EC2

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

EC2

HTTP接続

Amazon Route 53

Private Hosted Zone

example.com

CNAME登録
www -> ALB

名前解決

片方のWebサーバ
を停止させ、

疑似障害を発生

Linux



パブリックサブネット-1c
10.0.1.0/24
2406:da14:563:b001::/64

インターネット
ゲートウェイ

インターネット

ユーザー

フェーズ6:本ハンズオンで作成する構成 (IP固定化)

インターネット
ゲートウェイ

Egress Only
インターネット
ゲートウェイ

パブリックサブネット-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:563:a000::/56

接続元VPC: 172.16.0.0/24, 2406:da14:563:a000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

パブリックサブネット-1a
10.0.0.0/24
2406:da14:563:b000::/64

接続先VPC: 10.0.0.0/16, 2406:da14:563:b000::/56

アベイラビリティーゾーン 1a

NLB

Linux

EC2

EC2

アベイラビリティーゾーン 1c

Linux

EC2

HTTP接続

Amazon Route 53

Private Hosted Zone

example.com

CNAME登録
www -> ALB

名前解決

ALBの前段にNLB
を配置し、接続IP

を固定化

Linux

ALB



ハンズオン
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(再掲) 事前準備

・Firefox、もしくは Google Chrome のインストール
・配られた URL、アカウント、ユーザ名、パスワードで

AWS コンソールにログインできること
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ハンズオン環境へのアクセス

https://dashboard.eventengine.run/login へアクセス

クリック

事前に共有された Event Hash を入力 (入力済みの場合はスキップ)

https://dashboard.eventengine.run/login
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ハンズオン環境へのアクセス

OTPを選択
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ハンズオン環境へのアクセス

OTP送信先を入力

クリック
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ハンズオン環境へのアクセス

メールで届いた passcode を入力 クリック
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ハンズオン環境へのアクセス

Team Dashboard へリダイレクトされたら
AWS Console をクリック
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ハンズオン環境へのアクセス

Open AWS Console をクリック
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ハンズオン環境へのアクセス

AWSコンソールが表示されたら準備OK!
ハンズオンを楽しんでいきましょう！
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東京リージョンになっている事
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リージョンセレクター
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サービス一覧
200以上
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サービス名検索機能
略称での検索も可能
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ダッシュボード

ナビゲーションペイン
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リストでリソースを選択
すると、下に詳細が表示

リソースリスト
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Session Managerについて

本ハンズオンでは、テスト用ホストへのログイン方式として、AWS Systems 
ManagerのSession Manager(SSM)機能を利用します。

Session Managerを使用すると、インバウンドポートを開いたり、踏み台ホス
トを維持したり、SSHキーを管理したりすることなく、監査可能なインスタンス
を安全に管理できます。

本ハンズオンで作成するLinuxホストに対しては、SSMが利用できる権限をあら
かじめ付与しております。
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Session Manager（SSM）について （続き）

ご注意：

ハンズオンを進める過程で、Terminalを利用しない時間が継続すると、セッショ
ンがタイムアウトする場合があります。利用再開するには、EC2ダッシュボード
からインスタンスを選択し、再接続をお願いします。

41

チェックボックス
にチェック

デフォルトで選択


